
平成○○年○月○日
○○地方検察庁　●●　●●　検察官　殿
ＦＡＸ　○○－○○○○－○○○○
類型証拠開示請求書
殺人被告事件
被告人　○　○　○　○
                                上記被告人弁護人
弁護士　○　○　○　○　　
　上記被告事件について，弁護人は，刑事訴訟法３１６条の１５に基づき下記の証拠の開示を求める。
記
第１　開示を求める証拠　：　被告人の供述録取書等（上申書，弁解録取書，勾留質問調書，取調を撮影したDVD等録画・録音媒体を含む）のうち未開示のものすべて
　１　類型　：　３１６条の１５第１項７号
　２　特定の検察官請求証拠　：　検察官請求証拠番号乙○ないし○号「被告人の警察官調書，検察官調書」
　３　理由　：　上記警察官調書及び検察官調書の証明力を判断するためには，被告人の未開示供述調書等のすべての開示を受けて，供述経過及び調書の記載内容を検討することが重要であり，被告人の防御準備のために必要である。
第２　開示を求める証拠　：被告人の取調べ状況等記録書面　
　１　類型　：　３１６条の１５第１項８号
　２　特定の検察官請求証拠　：　検察官請求証拠番号乙○ないし○号「被告人の警察官調書，検察官調書」
　３　理由　：　警察官においては，犯罪捜査規範１８２条の２，検察官においては，「取調べ状況の記録等に関する訓令」に基づき，取調べ状況記録を作成されているが，上記警察官調書及び検察官調書の任意性，信用性を判断するには，この被告人に対する取調べ状況記録の開示を受けて，取調べ経過などを検討することが重要であり，被告人の防御準備のために必要である。
以　上

